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１月５日に行われた第 21 回ＵＰＲＵＮ
ア ッ プ ラ ン

川崎多摩川

河川敷マラソン大会に神奈川県南支部の佐藤委員長、

斎藤副委員長、大島書記長、赤羽組合員と佐藤委員長

の娘さん（次女）の５人は午前 11 時スタートの５km

コースにエントリーしました。 

５人はスタート会場となっている川崎市幸区内の

多摩川河川敷にある古市場陸上競技場に約 1 時間前

に集合して準備運動をしたり大会主催者の説明を聞

いたりして思いおもいにスタート時刻を待ちます。 

一方、この日は今年一番とも言える快晴で日差しを

遮るものがない河川敷では気温がグングン上昇して 市民マラソン大会のコース全体図 

おり、暑さで体力を消耗して完走できるか参加者の不安が増します。 

 

 

 

 

 

 

11:00スタートのグループは、５㎞、10㎞、15㎞、親子参加５㎞の４グループが同

時にスタートします。元々のスピードが違うグループが一緒に走り出すとレースの序

盤では早い方に引きずられる傾向があります。仲間のなかで序盤をトップで走ってい

た佐藤選手が２㎞付近の給水場でスピードが落ちて給水をしなかった大島・斎藤の両

選手に後れを取ります。その時点で赤羽はズルズルと後退、やがて何度か歩くように

なります。佐藤選手の娘選手は懸命に父親の

後を追います。こうした形勢が最後までつづ

いてゴールしました。結果は上記のタイトル

どおりで全員が無事に完走して大会主催者

から「完走証」を贈られました。 

ちなみに５㎞全体の順位は大島選手７位、

斎藤選手８位、佐藤選手９位、佐藤（娘）選

手 11位、赤羽選手 14位でした。このあと４ 

市民マラソン大会５㎞を完走した４人の雄姿 選手は市内の天然温泉で汗を流しました。 

第 21 回ＵＰＲＵＮ川崎多摩川河川敷

マラソン大会は今年一番の晴天で開催 

大島・斎藤・佐藤・佐藤（娘）・赤羽

以上の順で仲間全員が無事に完走！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2

